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つくばみらい市の

　この7月から制定作業を進めてきた、つくばみらい市の「花」「木」「鳥」および市民憲章がこのほど決まり、10月13日、花・
木・鳥等制定委員会の吉

よし

田
だ

實
みのる

委員長、間
ま

宮
みや

久
ひさ

子
こ

副委員長から飯島市長に答申されました。
　７月20日から８月21日までの期間、つくばみらい市の花・木・鳥を選定するための市民アンケートを実施したところ、453
件の回答をいただきました。その結果を踏まえ、つくばみらい市花・木・鳥等制定委員会で選考したところ、花が「なのはな」、
木が「さくら」、鳥が「ひばり」に決定しました。
　花と木については応募数の最も多かった「なのはな」と「さくら」が、鳥については、めじろに次いで２番目に多かった「ひ
ばり」が選ばれました。
　また、市民憲章はだれからも親しまれるよう難しい表現を避け、原案を制定委員会において作成し、市民の皆様からのご
意見を参考にし、さらに内容の検討を行いました。この結果、市の将来都市像である「活力に満ちた　うるおいとやすらぎ
のまちづくり」を反映した、わかりやすい憲章ができあがりました。
　皆様からのご協力、本当にありがとうございました。

※アンケートに応募された方の中から抽選で、図書カードを贈呈します。当選者の発表は、発送をもって代えさせていただ
　きます。

◇応募数◇
応 募 総 数 453

有効応募数 433

◇応募状況◇
順位 花 応募数

１位 なのはな 194

２位 すみれ 71

３位 しろばなたんぽぽ 59

４位 ゆり 54

５位 きく 50

計 428

順位 木 応募数

１位 さくら 255

２位 けやき 107

３位 こぶし 43

４位 かしのき 16

５位 しいのき 11

計 432

順位 鳥 応募数

１位 めじろ 140

２位 ひばり 116

３位 かわせみ 88

４位 はと 60

５位 きじ 26

計 430

◇有効応募者◇
男女別 応募数

男 208

女 225

計 433

年齢別 応募数

小学生 25

中学生 10

16 ～ 19歳 8

20 ～ 29歳 36

30 ～ 39歳 63

40 ～ 49歳 44

50 ～ 59歳 101

60 ～ 69歳 80

70 ～ 79歳 39

80歳以上 9

不　明 18

計 433

居住地域別 応募数

伊 奈 地 区 224

谷 和 原 地 区 167

市外（在勤・在学） 42

計 433

市の花　なのはな
市の木　さ く ら
市の鳥　ひ ば り

に決定！

▲答申の様子。
　写真中が吉田　實委員長
　　　右が間宮久子副委員長

〈 選 定 理 由 〉
早春のおだやかな日差しを浴びて、小
貝川沿い一面を黄色に染める様は、人
に元気を与え、明るく未来に伸びるつ
くばみらい市にふさわしい花である。

〈 選 定 理 由 〉
身近な樹木で、特に福岡堰の桜並木は、
「茨城百景」にも選ばれており、美し
く咲く風景は人の心を和ませる力があ
り、自然豊かなつくばみらい市にふさ
わしい木である。

〈 選 定 理 由 〉
天高く元気にさえずる姿は、のどかな
中にも明日への夢と希望をふくらませ
る力強さがあり、発展・躍進するつく
ばみらい市にふさわしい鳥である。

【市の花　「なのはな」】

【つくばみらい市民憲章】

　わたくしたちは，豊かな自然環境に恵まれた郷土を愛し，
ふるさとの誇れる歴史と伝統文化を受け継ぎ，
世界に羽ばたく住みよいつくばみらい市をみんなでつくるために，
この憲章を定めます。

１　自然を愛し，人にやさしい，緑ゆたかな美しいまちをつくりましょう
１　教養を深め，歴史と文化のかおり高いまちをつくりましょう
１　豊かな心を育て，体をきたえ，健康で明るいまちをつくりましょう
１　若い力をはぐくみ，働く喜びをもち，活力に満ちたまちをつくりましょう
１　地域活動に参加し，心のかよいあう，生きがいのあるまちをつくりましょう

【市の木　「さくら」】 【市の鳥　「ひばり」】



応　募

・違反広告物追放推進団体
　の認定
・道具類の貸与
・全国町村会補償保険
・広告物の回収

・講習会の開催
・委任行為
　（身分証明書など）

■県内では既に、このような団体の方々が除却活動に参加しています
　自治会、ＰＴＡ、各種ボランティア団体、各種協会、企業など
　※この制度への参加は、既存の団体でも、この制度に参加するために結成する団体でも構いません。

■このような違反広告物を除却することができます

■制度の概要
　地域の電柱、街路樹、ガードレールなどの違反広告物は、市と地域
ボランティア団体などが協定を結ぶことにより、ボランティアの方の
手によって常時除却することができます。
　また、野外活動や市内清掃、地域パトロールなどの通常の団体の活
動時に併せて除却することもできますので、新たに時間を割く必要は
ありません。

　美しいまちの景観や自然景観を守るため、地域の住民の方々が自主的に違反広告物の除却を行う「茨城県まち
の違反広告物追放推進制度」を実施します。ぜひ、積極的な参加をお願いします。

違反「はり紙」の例 違反「はり札」の例 違反「はり札（金属板）」違反「立看板」の例

電柱などの管理者
違反広告物
追放推進団体

東京電力㈱
東日本電信電話㈱
公安委員会
土木事務所

常陸河川国道事務所

協　　定

市  

町  

村

県
団体認定の
報告など

住　民
企　業
自治会
商店会など

ボランティア団体

団体の構成員

・各種支援

◆活動のお申込み方法など、
　制度に関する問い合わせ先
　市谷和原庁舎都市計画課
　☎ 58 - 2111 (内線8163) 

投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で

投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
す
べ
て
に

該
当
し
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

○
昭
和
61
年
12
月
11
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方

○
平
成
18
年
９
月
１
日
ま
で
に
つ
く

　

ば
み
ら
い
市
に
転
入
届
出
を
し
て
、 

　

現
在
引
き
続
き
３
か
月
以
上
市
内

　

に
住
所
を
有
す
る
方

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

　

平
成
18
年
９
月
２
日
以
降
に
県
内

か
ら
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
転
入
届
を

提
出
さ
れ
た
方
で
、
転
入
前
の
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
、
他
の
市
町
村
に
転
出

し
て
い
な
い
方
は
、「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
を
提
示

す
れ
ば
、
転
入
前
の
市
町
村
で
投
票

で
き
ま
す
。

※
証
明
書
は
、
市
役
所
伊
奈
庁
舎
・

　

谷
和
原
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
で
無

　

料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
証
明
書
の
発
行
時
間
は
、

●
12
月
２
日
㈯
〜
12
月
８
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
12
月
９
日
㈯　
　
　
　
　
　
　
　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
12
月
10
日
㈰　
　
　
　
　
　
　
　

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

選
挙
会
（
開
票
）

○
日
時　

12
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
後
９
時
10
分
か
ら

○
場
所　

市
立
伊
奈
公
民
館

★投 票 日
　12月10日㈰
　【告示日 12月１日㈮】
★投票時間
　午前７時～午後８時

　投票日に、仕事・旅行などの予定がある方は、期日前投票が
できます。

　■受付期間　　12月２日㈯～９日㈯
　■時　　間　　午前８時30分～午後８時まで　
　■場　　所　　市役所伊奈庁舎１階ロビー
　　　　　　　　市役所谷和原庁舎１階相談室

期日前投票制度

投
票
す
る
に
は

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
み
な
さ
ん

の
お
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
を
持
参

し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
入
場
券
は
、
２
人
分
の
入
場
券

を
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
発
行
し
ま
す
の

で
、
投
票
の
際
に
は
ご
自
分
の
分
を

切
り
取
っ
て
投
票
所
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
、
平
成
18
年
８
月
10
日

以
降
に
つ
く
ば
み
ら
い
市
か
ら
県
内

の
市
町
村
に
転
出
し
、
そ
の
後
、
他

の
市
町
村
に
転
出
し
て
い
な
い
方

は
、「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
証
明
書
」（
現
住
所
地
の
市
町
村

長
の
発
行
し
た
も
の
）
を
提
示
す
れ

ば
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
で
投
票
で
き

ま
す
。

※
な
お
、
県
外
に
転
出
し
た
方
は
、

　

茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選

　

挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　市外に滞在・旅行中の方は、滞在・旅行先の市区町村の選挙
管理委員会で不在者投票ができますので、お早めに市選挙管理
委員会に請求してください。投票用紙は滞在先へ郵送します。
　また、県選挙管理委員会の指定した病院や老人ホームなどの
施設に入院・入所している方は、そこで不在者投票を行うこと
ができますので、病院・施設に申し出てください。

不在者投票制度

○期日前投票ができる人

○不在者投票ができる人

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
市
役
所
伊
奈
庁
舎
総
務
課

　

内
）

　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
２
１
５
）



〈小張〉　小張小学校

〈豊〉　豊小学校〈三島〉　三島小学校〈板橋第３〉　伊奈第４保育所

〈谷井田第３〉　上谷井田公民館〈板橋第２〉　わかくさ幼稚園

〈谷井田第２〉　茨城南部農業共済組合〈板橋第１〉　板橋小学校

〈東〉　東小学校 〈谷井田第１〉　谷井田小学校

※〈投票区〉　投票所

〈十和第１〉　谷和原公民館十和分館

〈小絹第３〉　古箸営農研修センター

〈十和第２〉　真木新農村集落センター

〈谷原第１〉　谷和原保健福祉センター

〈谷原第２〉　下小目公民館

〈福岡〉　谷和原公民館福岡分館

〈小絹第１〉　小絹コミュニティセンター

〈谷原第３〉　谷和原公民館谷原分館

〈小絹第２〉　絹の台集会所

みらい平地区の投票区は次のとおりです。
投票区名 該当する地区 投票場所

小 張 投 票 区
陽光台２丁目・３丁目
紫峰ヶ丘４丁目・５丁目

小張小学校

谷原第３投票区
陽光台１丁目・４丁目
紫峰ヶ丘１丁目・２丁目・３丁目
富士見ヶ丘１丁目・２丁目・３丁目・４丁目

谷和原公民館谷原分館



期　日 時　　間 対象地区 会　　場

12月１日㈮
午前の部（午前９時30分～） 福岡・十和

谷和原公民館
午後の部（午後２時～） 谷原・小絹

12月５日㈫
午前の部（午前９時30分～）小張・豊・谷井田

市役所伊奈庁舎
２階第１・２会議室

午後の部（午後２時～） 三島・東・板橋

　

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、平
成
18
年
分
（
平
成
19
年
2
月
申
告
）
か
ら
、

す
べ
て
の
方
が
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
、
税
務
署

と
市
町
村
で
提
供
し
て
い
た
経
費
の
目
安
が
廃
止
と
な
り
、
今
後
の
所
得

金
額
は
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
計
算
（
収
支
計
算
）

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
年
以
上
の
申
告
相
談
時
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

す
が
、
収
支
内
訳
書
な
ど
の
作
成
準
備
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
申
告

当
日
に
は
、
完
成
し
た
収
支
内
訳
書
な
ど
に
よ
り
申
告
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

収
支
計
算
を
す
る
に
は

　

農
業
所
得
に
関
す
る
、
伝
票
（
出

荷
伝
票
）
や
領
収
書
を
保
存
し
、
集

計
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
伝
票
な

ど
の
紛
失
や
、
集
計
漏
れ
を
避
け
る

た
め
に
も
、
帳
簿
な
ど
へ
記
帳
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
・
市
町
村
に
は
、

月
々
の
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記

録
す
る
用
紙
を
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

収
支
計
算
を
す
る
と

　

自
分
の
経
営
状
態
の
把
握
が
で
き

る
と
と
も
に
、損
失
が
出
た
年
に
は
、

そ
の
損
失
を
給
与
な
ど
の
他
の
所
得

か
ら
差
し
引
い
て
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点

が
あ
る
と
き
は

　

収
入
や
必
要
経
費
の
計
上
方
法
な

ど
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、
土
浦
税
務
署
お
よ
び
市
税
務

課
の
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
支
計
算
が
初
め
て
の
方

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
下
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、

　

ほ
か
の
対
象
地
区
に
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
を
聞
き
な
が
ら
、

　

収
支
内
訳
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ

　

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に

　

は
、
必
要
書
類
の
不
足
が
な
い
よ

　

う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

☆
筆
記
用
具
お
よ
び
電
卓

◎
収
入
金
額
に
関
す
る
も
の

○
農
産
物
の
販
売
金
額
の
わ
か
る
も 

　

の
・
農
協
な
ど
か
ら
の
米
代
金
精
算
通

　

知
書
、
預
金
通
帳
、
領
収
書
（
控
）

　

な
ど

○
農
業
に
関
す
る
雑
収
入
金
額
（
補

　

助
金
や
作
業
受
託
料
な
ど
）

・
農
産
物
に
関
す
る
各
種
施
策
に
基

　

づ
い
て
受
け
取
っ
た
収
入
金
明
細

　

書
、振
込
み
の
あ
っ
た
預
金
通
帳
、

　

領
収
書
（
控
）
な
ど

◎
必
要
経
費
に
関
す
る
も
の

○
利
子
割
引
料
の
金
額
が
わ
か
る
も 

　

の
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◆問い合わせ先
・土浦税務署個人課税第一部門
　☎ 029 - 822 - 1100
・市伊奈庁舎税務課
　☎ 58 - 2111（内線1136、1137）

土浦税務署からのお知らせ土浦税務署からのお知らせ
☆決算説明会の開催☆

開　催　日 会　場 対　象　者
12月12日㈫

午後１時30分～３時30分 土浦合同庁舎第一分庁舎
３階第４会議室
（土浦市真鍋5-17-26）

白色申告者で
農業所得のある方

12月13日㈬
午前10時～正午、

午後１時30分～３時30分

白色申告者で
営業所得のある方

◆問い合わせ先
　市伊奈庁舎税務課　☎ 58 - 2111
　⑴については、内線1133、1134
　⑵については、内線1132 ～ 1135

※なお、当日は一般的な資産税関係
　（譲渡、贈与）の説明も行います。

◆問い合わせ先
　土浦税務署個人税課税部門
　☎ 029 - 822 - 3516

税 務 課 か ら の お 知 ら せ
⑴家屋の取壊し
　固定資産税は、１月１日に土地・家屋を所有している方に1年分の税金が課税されます。
　そのため、年内に家屋（居宅・店舗・倉庫・物置・車庫・外便所など）を取壊し（一部取壊しを含む）ても、年内中
に連絡がない場合には、来年度も引き続き課税されたままとなってしまいます。
　取壊した家屋への課税を防ぐためにも、取壊しをした場合には、すぐにご連絡ください。連絡後、職員が取壊しの確
認に伺います。

⑵市内に事務所などを新増設したときの固定資産税優遇措置について
　市内の産業の活性化と雇用機会の創出を図るため、市内に事務所（事務所など）を新増設した法人などに対して、固
定資産税を免除する措置があります。

●対象資産
　　平成17年９月30日～平成23年３月31日までに、市内において新増設した事務所など（風俗営業などを除く）に使
　用する固定資産（土地・家屋・償却資産）
　①土地
　　⇨新増設した事務所などの敷地部分（土地の取得の翌日から起算して１年以内にその土地を敷地とする家屋の着手
　　　があったもの）
　②家屋
　　⇨新増設した事務所などの部分（増設の場合は増設の部分のみ。移転の場合は移転前の床面積を超えた部分のみ）
　③償却資産
　　⇨新増設した事務所などに係るもの
●免除期間
　当該家屋の取得日の翌年度から３年間
●適用要件（市税などの滞納がなく、次のいずれかに該当すること）
　①事業者の従業員数を10人以上増加させること
　②貸借を目的とする事務所などの新増設であって、新増設後の事務所などを使用する事業者の従業員数を20人以上増
　　加させること
　③地方公共団体が造成した工業団地内などに新増設したもの
●申請時期
　各年１月４日～ 31日



　所得税法や地方税法では、申告する本人または扶養親族が障害者（または特別障害者）に該当する場合、『障害者控除』とし
て、一定金額を所得から控除することができます。年齢65歳以上の高齢者で障害をお持ちの方については、身体障害者手帳
の交付を受けなくても、これらの障害に準ずる者として、市町村長の認定を受ければ、同様の障害者控除の対象になります。
　市では、この制度に伴う認定書の交付手続きを定めていますので、次の内容を確認していただき、該当すると思われる方は、
申請手続きをされますようお知らせします。
　なお、身体障害者手帳の交付を受けている方は、その手帳により控除が受けられますので、今回の申請手続きは必要ありま
せん。

※平成18年分の確定申告で障害者控除を受ける場合は、障害者控除対象の基準日が「平成18年12月31日」になりますので、
　年内に認定申請をしてください。

１ 申請手続きの仕方
　申請窓口は、市社会福祉課になります。
　認定結果は、障害の程度について介護認定記録などを確認し、
　後日郵送でお知らせします。

２ 認定の基準
　①障害老人の日常生活自立度
認定区分 ランク 障害老人の日常生活自立度

非該当 Ｊ 何らかの障害を有するが、日常生活はほぼ自立しており、独力で外出する。
障害者に準ずる Ａ 屋内での生活はおおむね自立しているが、介助なしには外出しない。

特別障害者に
準ずる

Ｂ 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、座位を保つ。
Ｃ １日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替えにおいて介助を要する。

　②認知症老人の日常生活自立度　
認定区分 ランク 障害老人の日常生活自立度

非該当 Ⅰ 認知症であるが、日常生活は家庭内および社会的にほぼ自立している。

障害者に準ずる Ⅱ
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、だれかが注意し
ていれば自立できる。

特別障害者に
準ずる

Ⅲ 日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さがときどき見られ、介護を必要とする。

Ⅳ
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さがひんぱんに見られ、常に介護を必
要とする。

Ⅴ 著しい精神状態や問題行動または重とくな身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。

対　　象　　者
所得控除額

所得税 住民税

障 害 者
身体障害者手帳３～６級
療育手帳Ｂ・Ｃ
精神障害者保健福祉手帳２・３級

27万円 26万円

特別障害者
身体障害者手帳１・２級
療育手帳Ａ以上
精神障害者保健福祉手帳１級

40万円 30万円

３ 税控除の参考

※配偶者または扶養義務者が同居の特別障害者である
　場合には、配偶者控除額または扶養控除額に、所得
　税については35万円、住民税については23万円が加
　算されます。
※所得税法、住民税法は改正される場合がありますの
　で、控除額が変更になることもあります。

◆問い合わせ先
　○税控除に関すること　→　市伊奈庁舎税務課
　　☎ 58 - 2111（内線1136、1137）
　○認定に関すること　→　市伊奈庁舎社会福祉課
　　☎ 58 - 2111（内線1153、1154）

平成18年10月から
上位所得者
総所得

600万円以上

150,000円＋
（医療費－500,000円）×１％

（83,400円）

一 般
80,100円＋

（医療費－267,000円）×１％
（44,400円）

低 所 得 者
（住民税非課税）

35,400円
（24,600円）

平成18年10月から

外来＋入院
（世帯ごと）

外　来
（個人ごと）

現役並み所得者
課税所得
145万円以上

44,400円
80,100円＋

（医療費－267,000円）×１％
（44,400円）

一　　　般 12,000円 44,400円

低所得者
住民税
非課税

Ⅱ

8,000円

24,600円
Ⅰ

年金収入
80万円
以下等

15,000円

平成18年10月から
①高齢者（現役並み所得の方）の自己負担が変わりました
　70歳以上の高齢者のうち、現役並み所得の方（老人保健対象者も含む）
の自己負担割合が変わりました。

●70歳未満の方●
平成18年９月まで

上位所得者
総所得

670万円以上

139,800円＋
（医療費－466,000円）×１％

（77,700円）

一 般
72,300円＋

（医療費－241,000円）×１％
（40,200円）

低 所 得 者
（住民税非課税）

35,400円
（24,600円）

●70歳以上の方●（老人保健対象者も含む）
平成18年９月まで

外来＋入院
（世帯ごと）

外　来
（個人ごと）

現役並み所得者
課税所得
145万円以上

40,200円
72,300円＋

（医療費－361,500円）×１％
（40,200円）

一　　　般 12,000円 40,200円

低所得者
住民税
非課税

Ⅱ

8,000円

24,600円
Ⅰ

年金収入
65万円
以下等

15,000円

平成18年９月まで　２割　 ➡　平成18年10月から　３割

（注１）（　）内の金額は、多数該当の場合
（注２）公的年金等控除の廃止に伴い、新たに現役並み所得者に移行する70歳以上の方は、平成18年８月から２年間、自己
　　　　負担限度額を一般並み（44,400円）に据え置きます。
　※人工透析が必要な上位所得者については、自己負担限度額が１万円から２万円に引き上げられました。

③現金給付（出産育児一時金）の見直しを行いました。
　少子高齢化対策の一環で、出産育児一時金が30万円から35万円に引き上げられました。

②医療費の１か月の自己負担限度額が引き上げられました

現役並み所得となる世帯の収入

夫婦２人世帯
520万円以上
（年収ベース）

単 身 世 帯
383万円以上
（年収ベース）

　今回の改正は、急速な少子高齢化の進展の中で、国民の安心の基盤である皆保険制度を維持し、将来にわたり
持続可能なものにするために、医療給付費の伸びと国民の負担との均衡を確保するためのものです。

〈参考〉現役並み所得者…課税所得145万円以上の高齢者

➡

➡
（　          ）（　          ）

（　       ） （　       ）（　            ） （　            ）

（　          ） （　          ）



図書館休館日
　11月24日㈮～ 12月８日
　 ㈮、12月11日㈪、18日
　 ㈪、23日 ㈯、25日 ㈪、
　27日㈬～平成19年１月
　４日㈭
おはなし会（司書のブッ
クトークなど）
　12月24日㈰
　幼児～小学校低学年
読み聞かせ会（虹の会）
　12月９日㈯
　午後２時～
　小学生まで
開館時間
　午前10時～午後６時
図書館への問い合わせ
　☎ 58 - 3710

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp らいぶらりあんスピーフィ

シリーズ・新図書館活用達人講座７
☆★図書館の無料イベントに参加しよう★☆
　図書館では、さまざまなイベントを開催しています。定例のおはなし会や読み聞かせ会、
読書会や講演会など、随時開催していますので、お気軽にお問い合わせください。

☆★図書館まつりが行われました★☆
　読書の秋には、毎年図書館まつりを実施、今年で16回目の開催になりました。
　今年は、８月に最新作『ユウキ』（ポプラ社）がテレビドラマ化され、話題となっている
児童文学作家・岸

きし

川
かわ

悦
えつ

子
こ

氏（県内在住）を迎え、子どもを取り巻く社会情勢や文学の変遷など、
貴重なお話を伺うことができました。

無料です！小絹コミュニティセンター内
に新設のリサイクル本コーナー

耳から読書はいかがですか？種類豊富な
市立図書館の名作朗読ＣＤ

秋 の 夜 長 は 、読 書 三
ざん

 昧
まい

 …

読書感想画展

古雑誌市

参加者募集!!　　夫婦で　家族で　職場の中で　みんなで一緒に考えましょう！

◆問い合わせ先
　土浦社会保険事務所
　☎ 029 - 824 - 7169

●当日でも自由にご参加いただけますが、なるべく事前に
　申し込みください。みなさんのご参加をお待ちしています！

講師プロフィール
　千葉大学を卒業後、日本経済新聞社に入社。30余年にわたって女性労働問題、女
性問題などを取材。編集局生活家庭部長、文化部長、編集局次長、編集委員、論説
委員などを経て2005年３月退社。同年４月から実践女子大学人間社会学部教授。
公職・役職
　内閣府男女共同参画会議議員、茨城県男女共同参画審議会委員
　次世代のための民間運動～ワーク・ライフ・バランス推進会議代表幹事
著　書
　『雇用破壊　非正社員という生き方』（岩波書店）
　『男女共同参画の時代』（岩波新書）
　『男女摩擦』（岩波書店）
　『男の座標軸』（岩波新書）
　『男と女　変わる力学』（岩波新書）　ほか

講演会終了後、寸劇を行います！講演会終了後、寸劇を行います！
県立霞ヶ浦高等学校演劇部県立霞ヶ浦高等学校演劇部

『どっちがやる？一緒にやる？』『どっちがやる？一緒にやる？』
高校生が、劇を通して身近にある男女共同参画問題高校生が、劇を通して身近にある男女共同参画問題
を気づかせてくれます。を気づかせてくれます。

知って安心　年金のはなし知って安心　年金のはなし

　12月生まれの方からの現況確認は、住民基本台帳ネットワークを活用して行うことになりました。これにより、社会
保険庁の情報と住基ネットの情報が突合できた受給者は、原則的に現況届の提出が不要になります。

　ただし、次の方は現況届の提出が必要です。
・社会保険庁の情報と住基ネットの情報が相違し、突合できなかった受給者
・外国籍の方や外国に居住している受給者

　また、次の場合は現況届以外の届出が必要です。
・加給年金額対象者がいる場合は、「生計維持確認届」
・障害の程度を確認する場合は、診断書

※提出が必要な場合は、社会保険業務センターから送付されます。

◇平成18年度　つくばみらい市第１回男女共同参画講演会◇

～「21世紀の最重要課題」の現状と課題～

　講師：鹿
か

嶋
しま

　敬
たかし

氏（実践女子大学教授）

●日時：12月３日㈰　午前10時～正午（開場　午前９時30分）
●場所：市立谷和原公民館
●対象：小学校高学年以上（保護者同伴）

◆申込み・問い合わせ先
　市伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1201 ～ 1203）
　メール：h01-koutyou@city.tsukubamirai.lg.jp



来年度の運行開始に向けて

つくばみらい市は宣言します！

練習の成果を発揮し、第５分団見事優勝！

「大きくなれ」と願いを込めて…稚魚の放流

市役所のお仕事拝見

豊と
よ

嶋し
ま

隆り
ゅ
う

一い
ち

氏
に

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

第２回つくばみらい市議会定例会において、市が提案した次の６つの宣言が承認されました。

１．非核三原則の堅持と恒久平和の実現を願う「非核平和都市宣言」
２．一層の納税意識を高揚させる「青色申告・期限内納税推進都市宣言」
３．交通事故撲滅のための「交通安全都市宣言」
４．暴走行為をさせない環境作りのための「暴走族追放都市宣言」
５．平和で安心して暮らせる地域づくりのための「暴力追放都市宣言」
６．未来を担う青少年を薬物被害から守るための「青少年を覚せい剤等薬物乱用から守る都市宣言」
　　以上６つの決意表明に従い、今後のまちづくりに生かしてまいります。

つくばみらい市は宣言します！

豊と
よ

嶋し
ま

隆り
ゅ
う

一い
ち
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に

　

文
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臣
表
彰

　市では、交通空白地域の解消や地域住民の利便性を
向上する目的で公共交通検討懇談会を組織し、コミュニ
ティバスやデマンド交通システムの運行などを検討して
きました。これまで視察研修を含む検討会議を旧町村か
ら数えて５回開催し、委員の皆様から貴重なご意見など
をいただき、それらを取りまとめて去る10月12日に市
長に答申することができました。
　主な答申内容は、公共交通についてはコミュニティバ
スが適当と判断し、実際の運行計画作成にあたっては利
用者の動向などによりルートおよびダイヤなどを構築・
点検することとされました。
　市では、これを受けて引き続き来年度の導入に向けて、
つくばみらい市にふさわしい公共交通の実現に努めてま
いります。

　

９
月
22
日
（
小
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川
漁
業
組
合
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左
）
と
９
月
28
日
（
関
東
漁
業
組
合
・

写
真
右
）
に
、
小
貝
川
へ
稚
魚
（
ウ
ナ

ギ
）
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
組

合
は
、
水
産
資
源
の
保
護
や
漁
場
の
管

理
整
備
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
教
育
長
で

あ
る
豊
嶋
隆
一
氏
が
、
平
成
18
年
度
地
方

教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
、
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　10月21日、第57回茨城県消防ポンプ操法競技大会

筑波地区大会が、つくば市役所豊里庁舎駐車場で行わ

れました。

　市からは、第５分団と第９分団が出場し、第９分団

は６位、そして第５分団は見事優勝を勝ち取りました。

　この大会を通して養われた消防精神を、市民の安全

確保のために発揮し、市民が安心して暮らせる災害に

強いまちづくりを目指します。

第５分団優勝おめでとう！

健闘した第９分団

　10月25日に、板橋小学校２学年の児童が、生活科の
学習の一環として伊奈庁舎の見学に訪れました。
　写真は市長室でのひとコマです。

市役所のお仕事拝見

　また、次の選手は優秀選手賞を受賞しました。（敬称略）

○１番員　大
おお

久
く

保
ぼ

慎
しん

太
た

郎
ろう

（第５分団）

○３番員　尾
お

林
ばやし

　大
だい

悟
ご

　　（第５分団）

○４番員　久
く

下
げ

　　晃
あきら

　　（第５分団）

来年度の運行開始に向けて練習の成果を発揮し、第５分団見事優勝！

「大きくなれ」と願いを込めて…稚魚の放流 市長に答申する倉
くら

持
もち

眞
しん

孜
じ

委員長



グリーン・ツーリズムinいばらき大豆オーナー引渡し式が開催される

各種スポーツ大会結果各種スポーツ大会結果

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
１
周
年
の
今
年
、「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
in
い
ば
ら
き
」
が
、

去
る
10
月
８
、９
日
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
施
し
て
い
る
地
域
に
つ
く
ば
み
ら
い
市
も
選
ば
れ
、

「
古
民
家
に
宿
泊
し
て　

里
山
や
ビ
オ
ト
ー
プ
の
体
験
を
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
関
東
圏
か

ら
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
利
用
し
て
み
ら
い
平
駅
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ス
で
移
動
し
な
が
ら
「
市
内
の
自
然
や
歴
史
め
ぐ
り
」
コ
ー
ス
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
の
全
面
協
力
を
得
て
、
里
山
博
士
（
守も

り

山や
ま　

弘
ひ
ろ
し

先
生
）
の
説
明

に
よ
り
、
１
泊
２
日
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
12
〜
70
歳
ま
で
の
21
人
（
う
ち
女
性
７
人
）
が
参
加
し
、
遠
い
方
で
は
、
神
奈

川
県
藤
沢
市
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

筒
戸
地
区
に
あ
る
、
幕
末
期
に
旧
藤
代
町
か
ら
移
築
さ
れ
た
松ま
つ

本も
と

作さ
く

衛え
い

さ
ん
の
古
民
家
を
お

借
り
し
て
の
宿
泊
・
意
見
交
流
会
で
は
、
昔
な
つ
か
し
い
昭
和
初
期
の
雰
囲
気
の
中
で
、
地
酒

「
や
わ
ら
三
万
石
」
を
飲
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
の
地
元
の
活
動
事
例
や
、
参
加
し
た

感
想
な
ど
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

研
修
２
日
目
は
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
稲
刈
り
も
体
験
し
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
満

喫
し
ま
し
た
。

グリーン・ツーリズムinいばらき

第１回つくばみらい市長杯バドミントン大会
　●期日　10月22日
　●結果　男子１部優勝　塚

つか

本
もと

・渡
わた

辺
なべ

　組
　　　　　男子２部優勝　高

たか

野
の

・白
しら

鳥
とり

　組
　　　　　男子３部優勝　飯

いい

塚
づか

・菅
かん

野
の

　組
　　　　　女子１部優勝　大

おお

久
く

保
ぼ

・矢
や

野
の

　組
　　　　　女子３部優勝　上

うえ

野
の

・宗
むな

形
かた

　組
　　　　　男子シングルス優勝　飯

いい

塚
づか

　孝
こう

平
へい ●田んぼアート稲刈り

　田んぼアートの稲刈りは、10月９日に行われ、ＮＰＯ古瀬の自

然と文化を守る会を中心に約80人が参加しました。参加者はぬか

るんだ田んぼに悪戦苦闘しながら、手作業で稲刈りを行い、収穫の

喜びを体験しました。

　収穫された種もみは、来年の田んぼアートのために使われるそう

です。昨年は「やわら」、今年は「つくばみらい」。来年はいったい

どんなアートが田んぼに描かれるのでしょうか。期待が高まります。

　稲刈り後は収穫祭が行われ、地元産米の食べ比べや「太郎兵衛も

ち」（もち米）を使ったもちつきが行われ、楽しみながら食事が行

われました。心もおなかも満たされた充実した一日となりました。

第17回茨城トヨペット杯ゲートボール県大会
　●期日　10月18日
　●会場　水戸市総合運動公園
　●結果　優勝　伊奈グリーンズ

　農家が水稲の転作田を活用し栽培した青大豆、黒大豆のほ場を、

区画ごとに買い取って収穫を体験できる大豆オーナー制度の引渡

し式が谷和原地区で８日（写真左）、伊奈地区で15日（写真右）

に開催されました。

　黒大豆のオーナー制度は全国でも珍しく、煮豆や加工品におけ

る味は一級品であることはもちろん、枝豆で食べても格別で

あることから、年ごとに希望者も増えています。

　伊奈地区は枝豆での収穫のみですが、谷和原地区では煮豆

や加工品用に完熟してから収穫もできます。

　皆様もぜひご賞味ください。

大豆オーナーのお問い合わせは、市谷和原庁舎農政課
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 58 - 2111（内線8152）

大豆オーナー引渡し式が開催される

（敬称略）

　「いばらきのイメージアップ」や「地域

の元気」につながる取組みに対して贈られ

る、いばらきイメージアップ大賞に、『つく

ばエクスプレスとつくばスタイル～ＴＸと

つくばスタイルを創っている取組のすべて

～』が大賞として選ばれました。

　ＮＰＯ古瀬の自然と文化を守る会は、そ

の取組みの一役を担っており、10月19日

に茨城県立県民文化センターで行われた表

彰式において表彰されました。

茨城のイメージアップに貢献



み
ら
い
平
ま
つ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

常
総
警
察
署
、
２
冠
達
成

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

お
い
し
い
お
米
をいた

だ
き
ま
〜
す

わ
か
く
さ
幼
稚
園
に

珍
し
い
動
物
が
仲
間
入
り

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

み
ら
い
平
ま
つ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
谷
和
原

地
区
の
小
学
校
に
対
し
て
、
寄
付
金
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
集
ま
っ

た
も
の
で
す
。

　

寄
付
金
は
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米
をいた

だ
き
ま
〜
す

　

10
月
20
日
、伊
奈
地
区
の
小
学
校
に
お
い
て
、

「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
生
た
ち
が
田
植
え
を
し
た
お
米
（
ゆ
め

ひ
た
ち
）
が
、
収
穫
さ
れ
、
給
食
と
し
て
食
卓

に
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
収
穫
の
喜
び
を
実

感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
日
は
、
市
長
、
助
役
、
教
育
長
な
ど
が
小

学
校
に
招
待
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
給

食
を
食
べ
ま
し
た
。
お
い
し
い
お
米
を
食
べ
な

が
ら
話
も
弾
み
、
お
か
わ
り
を
す
る
子
ど
も
も

大
勢
い
ま
し
た
。

　

わ
か
く
さ
幼
稚
園
で
、体
長
12
㎝
ほ
ど
の「
ヤ

モ
リ
」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ヤ
モ
リ
は
、
10
月
24
日
の
夕
方
に
、
先

生
た
ち
が
廊
下
に
あ
る
ロ
ッ
カ
ー
を
整
理
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
ロ
ッ
カ
ー
の
裏
に
隠
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

ヤ
モ
リ
は
、
家
の
守
り
神
、「
家や

守も
り

」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
わ
か
く
さ
幼
稚
園
の

こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

現
在
ヤ
モ
リ
は
、
先
生
た
ち
が
茨
城
県
自
然

博
物
館
に
飼
い
方
を
聞
き
な
が
ら
、
大
切
に
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
名
前
は
決
ま
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
が
（
10
月
25
日
取
材
時
点
）、

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
名
前
も
決
ま

り
、
幼
稚
園
の
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

わ
か
く
さ
幼
稚
園
に

珍
し
い
動
物
が
仲
間
入
り

　

10
月
28
日
、
み
ら
い
平
駅
前
特
設
会
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
み
ら
い
平
ま
つ
り
」。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

数
々
の
物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
約

１
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

　10月26日、茨城県武道館で行われた平成18年度茨城県警察柔道・剣道大会が行われ、常総警察署が

第二部（中規模署の部）において、柔道・剣道とも優勝しました。おめでとうございます。
常
総
警
察
署
、
２
冠
達
成

高
岡
流
綱
火

新
宿
神
楽
（
上
）

勘
新
太
鼓
（
左
）

動物とのふれあい

地
元
特
産
品
の
物
産
展



ビ
ー
ズ
工
作

　

９
月
９
日
㈯
、
谷
和
原
公
民
館
で
行
わ
れ
た
『
ビ
ー
ズ
工
作
』
に
は
18
人
の

子
ど
も
た
ち
と
低
学
年
の
子
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど

も
た
ち
が
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
た
め
、
ビ
ー
ズ
に
テ
グ
ス
を
通
す
だ
け
で

も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
や
保
護
者
の
方
の
力
を
借
り
、
見
本
を
見
つ

め
な
が
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
小
さ
な
か
わ
い
い
犬
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
が
で
き
あ
が
る
と
、
か
わ
い
い
笑
顔
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
和
小
１
年　

岩い
わ

瀬せ　

結ゆ

衣い

　

き
ょ
う
は
、
ビ
ー
ズ
で
い
ぬ
を
つ

く
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
さ
い

し
ょ
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
ど

ん
ど
ん
な
れ
て
き
ま
し
た
。
た
の
し

か
っ
た
で
す
。

谷
井
田
小
２
年　

萬ば
ん

羽ば　

赳た
け

正ま
さ

　

男
子
は
ぼ
く
一
人
で
し
た
。
ビ
ー

ズ
こ
う
さ
く
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け

ど
、先
生
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
た
ら
、

さ
い
ご
ま
で
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

東
小
２
年　

谷や

口ぐ
ち　

香か

織お
り

　

む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
や
り
た
い
で

す
。

板
橋
小
３
年　

宋そ
ん　

悠ゆ

奈な

　

今
日
は
、
ビ
ー
ズ
教
室
で
犬
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
む
ず

か
し
か
っ
た
け
ど
、
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
や
り
た
い
で

す
。

板
橋
小
６
年　

八や

幡は
た　

瑠る

菜な

　

今
日
は
最
初
に
平
磯
の
海
で
生
き

物
を
観
察
し
ま
し
た
。
大
き
な
岩
や

貝
、
魚
、
海
そ
う
を
た
く
さ
ん
見
つ

け
ま
し
た
。

　

次
に
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
で
は
イ

ル
カ･

ア
シ
カ
の
シ
ョ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。
水
し
ぶ
き
が
か
か
っ
て

と
っ
て
も
涼
し
か
っ
た
で
す
。

　

新
し
い
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

板
橋
小
３
年　

楠く
す

原は
ら　

瑞み
ず

希き

　

ビ
ー
ズ
を
ひ
ろ
う
の
が
む
ず
か
し

か
っ
た
け
ど
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
で

き
あ
が
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
ビ
ー
ズ
工
作
へ
行
き
た

い
で
す
。

十
和
小
５
年　

中な
か

島じ
ま　

桃も
も

佳か

　

ふ
だ
ん
、
や
れ
な
い
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
し
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
あ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
で

す
。

福
岡
小
５
年　

海え

老び

原は
ら　

彩あ
や

香か

　

最
初
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
最
後
の
方
は
自
分
一
人
で
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
作
っ
て
み
た
い

で
す
。

谷
井
田
小
６
年　

海え

老び

原は
ら　

光
ひ
か
り

　

最
初
が
難
し
く
て
、
で
き
あ
が
る

か
な
と
不
安
に
な
っ
た
け
ど
、
先
生

や
他
の
人
が
教
え
て
く
れ
て
完
成
し

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
ス
ト
ラ
ッ
プ
の

金
具
の
位
置
が
変
だ
っ
た
け
ど
、
で

き
あ
が
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

小
絹
小
４
年　

中な
か

島じ
ま　

慧
さ
と
る

　

今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
い
そ
遊
び
で
は
ウ
ニ
を
見

つ
け
て
、
ウ
ニ
を
食
べ
ま
し
た
。
ウ

ニ
は
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
今
ま
で
は
き
ら
い
で
し
た
。
け

れ
ど
も
、
が
ん
ば
っ
て
食
べ
た
ら
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
い
そ
遊
び
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

板
橋
小
６
年　

岩い
わ

渕ぶ
ち　

愛あ
い

恵え

　

海
で
１
時
間
30
分
、
貝
や
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
を
観
察
し
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
活
動
で
は
、
新
し
い
友
達
が

で
き
、
と
て
も
楽
し
い
ア
ク
ア
ワ
ー

ル
ド
の
見
学
に
な
り
ま
し
た
。
時
の

た
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
に
夢
中
で
し
た
。
今
日

は
本
当
に
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。

小
張
小
１
年　

張は
り

替が
え　

里り

菜な

　

う
み
で
ヒ
ト
デ
を
と
れ
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。（
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

で
は
）
ク
マ
ノ
ミ
が
か
わ
い
か
っ
た

で
す
。
マ
ン
ボ
ウ
が
で
か
か
っ
た
で

す
。
き
ょ
う
１
に
ち
た
の
し
か
っ
た

で
す
。

板
橋
小
１
年　

築ち
く

井い　

直な
お

哉や

　

お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
き
れ
い
だ
っ
た
で

す
。（
う
み
に
は
）
ヒ
ト
デ
や
こ
ん
ぶ

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
い
き

も
の
が
い
ま
し
た
。
ウ
ニ
や
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
も
い
ま
し
た
。
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
は
、
ゆ
び
で
お
す
と
み
ず
を

だ
し
ま
し
た
。
ウ
ニ
は
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

谷
井
田
小
２
年　

大お
お

谷た
に　

萌も
え

　

う
み
で
、
ヒ
ト
デ
と
カ
ニ
と
ヤ
ド

カ
リ
を
見
つ
け
た
よ
。
ヤ
ド
カ
リ
を

は
じ
め
て
見
つ
け
て
う
れ
し
か
っ
た

よ
。と
り
た
て
の
ウ
ニ
を
た
べ
た
よ
。

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
よ
。
ゆ
び
で

お
す
と
、
水
が
出
て
く
る
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
が
あ
っ
た
ん
だ
。
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
。

小
絹
小
２
年　

中な
か

村む
ら　

健け
ん

太た

郎ろ
う

　

ウ
ニ
が
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
だ
っ
ぴ
し
た
ば
か
り
の
カ
ニ

や
小
っ
ち
ゃ
い
け
ど
、
う
ご
き
の
は

や
い
カ
ニ
が
い
ま
し
た
。
た
の
し

か
っ
た
で
す
。

小
張
小
３
年　

張は
り

替が
え　

麻ま

里り

　

さ
い
し
ょ
に
、
海
で
わ
た
し
は
貝

が
ら
と
カ
ニ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ヒ

ト
デ
と
ウ
ニ
を
見
つ
け
て
い
る
人
も

い
ま
し
た
。ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
で
は
、

カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。
一
番
す
ご
か
っ

た
の
は
イ
ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ
で
す
。

ま
た
、
行
き
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

板
橋
４
年　

中な
か

里ざ
と　

沙さ

友ゆ

美み

　

い
そ
遊
び
の
と
き
に
、
ヤ
ド
カ
リ

が
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
手

の
上
に
乗
せ
た
ら
、
出
て
く
る
と
き

く
す
ぐ
っ
た
か
っ
た
で
す
。
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し

た
。

　

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
イ
ル
カ

シ
ョ
ー
で
の
イ
ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ
が

す
ご
く
高
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
み

ん
な
で
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
に
行
き
た

い
で
す
。

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
参
加
者
を

募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
・
学
年
の
垣
根
を
超
え
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

「
磯
の
生
き
物
観
察
と
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
見
学
」

　

８
月
22
日
㈫
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
平
磯
海
岸
に
お
い
て
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

の
方
を
講
師
に
招
い
て
行
っ
た
、『
磯
の
生
き
物
観
察
』
に
は
38
人
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
岩
場
を
歩
く
の
も
や
っ
と
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
次
第
に
慣
れ
、
潮
溜
ま
り
に
カ
ニ
や
魚
を
見
つ
け
る
と
、
生
き
生
き
と
目
を

輝
か
せ
夢
中
で
採
取
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、
ヒ
ト
デ

や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
触
れ
た
り
、
取
れ
た
て
の
ウ
ニ
に
舌
鼓
を
う
っ
た
り
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
に
移
動
し
、

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や
水
族
館
を
班
ご
と
に
見
学
し
、
新
し
い
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）



■インフルエンザの季節がやってきます
　例年11月～４月はインフルエンザが流行しますが、いったん流行が始まると、短期間に乳幼児から高齢者まで多くの人に
感染が広がります。予防対策をしっかりとして、インフルエンザにかからないよう気をつけましょう。

☆インフルエンザを予防するには
　インフルエンザは感染する疾患ですので、家族みんなでの予防が大切です。
●予防接種 ➡ インフルエンザの予防には予防接種が世界的に使用されています。100％予防することはできませんが、重症
　　　　　　　化を防ぐことができます。
●予防接種の回数 ➡ 小学校６年生以下のお子さん：なるべく２回接種が望ましい。
　　　　　　　　　　上記以上の年齢の方：１回接種で効果があると言われています。
●望ましい接種時期 ➡ インフルエンザが流行する前（11～ 12月）の接種
●留意点 ➡ 過去に予防接種でアレルギーを起こした人、鶏卵・鶏肉に過敏症のある人などは、接種に注意が必要です。
　　　　　　かかりつけ医に相談しましょう。
●手洗い・うがい ➡ 帰宅したとき・トイレの後など

□空気中に飛び散ったインフルエンザウイルスを体内に入れないために

○マスクを着用する ⇨ とくに外出するとき
○人ごみや繁華街への外出は控える ⇨ とくに小さなお子さんは気をつける
○室内は適度な湿度を保つ ⇨ 加湿器などを利用し、湿度を50～ 60％に保つ
○十分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、常日ごろからバランスよく栄養をとる

☆こんな症状に注意！気になったらすぐ医療機関で検査しましょう
インフルエンザと風邪の違い

インフルエンザ か　ぜ

初期症状 悪寒・頭痛 のどの乾燥感・くしゃみ

主な症状 発熱・全身痛・悪寒・倦怠感 鼻水・鼻づまり・せき

熱 38～ 40度（３～４日） 微熱

合 併 症 気管支炎・肺炎 まれ

☆インフルエンザにかかってしまったら

　安静にすること・周囲の人に感染させないことが大切です。
●脱水症状に注意し、こまめに水分補給をする。
●部屋の室温を20～ 22度・湿度を60～ 70％程度に保つ。
●１時間に５分くらいは窓を開け換気する。
●消化の良い栄養のあるものを食べる。
●外出は医師の指示に従い、咳などの症状が続いている場合にはマスクをするなどして周囲への配慮を心がける。

◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

健
康
増
進
課
か
ら
の

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

■こころの健康づくり講演会
　こころの健康と精神障害者の理解を中心に２回シリーズで講演会を開催します。

第１回は、「統合失調症」をテーマに病気の基本的な知識と予防、また病気とのうまい付き合い方などについての講話、第２回

は障害についてのビデオ観賞と福祉制度の紹介をします。

　この病気は、主に14歳から40歳くらいまでの比較的若い年代に起こりやすい病気で、約100人に１人の割合で患っている

方がいると言われています。今回の講演会が、こころの病について考えるきっかけになれば幸いです。ぜひ多くの方のご参加

をお待ちしています。

　また、今回の講演会は、市社会福祉協議会開催の精神保健福祉ボランティア講座のプログラムの一環となっています。

日　時 講　演　内　容 講　　師 申込締切

第１回
12月６日㈬
午後１時30分～３時30分

こころの健康づくり
～主に「統合失調症」の理解～

小張クリニック
精神科医　伊

い

津
つ

野
の

明
あき

子
こ

氏
12月１日㈮

第２回
12月20日㈬
午後１時30分～３時

「精神障害者の生活支援」
ビデオ上映30分
制度の紹介と活用
自立支援法と障害年金を中心に

市健康増進課
精神保健福祉士

12月15日㈮

●会　場　谷和原保健福祉センター　研修兼会議室
●参加費　無料
●定　員　50人

◆申込み・問い合わせ先
　・市健康増進課
　　☎ 25 - 2100
　・市社会福祉協議会谷和原支所
　　☎ 25 - 2101
　※ともに谷和原保健福祉センター内

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

で
は
、
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ

く
り
を
実
践
す
る
人
（
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
な
る
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
づ
く
り
は
、
ま

ず
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
講
習

会
で
は
、
調
理
実
習
を
通
じ
て

食
生
活
を
中
心
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
19
日
㈫　

午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
＝
市
在
住
の
方
で
初

　

め
て
こ
の
講
習
会
を
受
け
ら

　

れ
る
方

▼
講
師
＝
市
食
生
活
改
善
推
進

　

員
▼
内
容

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
法
で
ベ
ス
ト
体
重
を

　

知
ろ
う

②
今
よ
り
歩
こ
う
プ
ラ
ス

　

１
０
０
０
歩

③
知
れ
ば
防
げ
る
生
活
習
慣
病

④
調
理
実
習

　

※
メ
ニ
ュ
ー（
黒
豆
ご
は
ん
・

　

白
身
魚
の
ソ
テ
ー
バ
ル
サ
ミ

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21

養
成
講
習
会

　

コ
野
菜
ソ
ー
ス
か
け
・
彩
り

　

温
野
菜
・
レ
ン
コ
ン
つ
な
ぎ

　

そ
ば
の
雲
片
汁
）

▼
費
用
＝
２
０
０
円

▼
定
員
＝
25
人
（
申
し
込
み
多

　

数
の
場
合
は
、
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
12
月
７
日
㈭

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
２
１
０
０

子
育
て
支
援
情
報

　

市
内
の
育
児
サ
ー
ク
ル
情
報

が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
・
谷
和

原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

積
極
的
に
活
用
し
、
育
児
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。



※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

問

申
問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

問
申

問 申
問

期 日 11月27日 11月30日

時 間
午前：午前10時30分～０時30分
午後：午後１時30分～３時30分

場 所
ホテルレイク
ビュー水戸（水
戸市宮町1‐6‐1）

ホテルグランド
東雲（つくば市
小野崎488‐1）

参加企業 120社（予定） 120社（予定）

注意事項
・車での来場はご遠慮ください。
・事前に参加申込みは不要です。

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

の
お
知
ら
せ

　

育
児
や
介
護
な
ど
で
退
職
し
た
後

に
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
4
日
㈪
、
5
日
㈫

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

申
問

問
問
申

問

小
児
心
臓
病
講
演
会
・

個
別
相
談
会

　

診
察
時
に
聞
け
な
い
こ
と
を
聞
き

た
い
方
や
、
お
子
さ
ん
の
日
常
生
活

や
将
来
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
9
日
㈯　

午
後
1
時

　

30
分
〜
4
時
30
分

▼
場
所
＝
土
浦
保
健
所
（
土
浦
市
下

　

高
津
２
‐
７
‐
46
）

▼
対
象
者
＝
心
臓
疾
病
児
と
そ
の
家

　

族
、
医
療
関
係
者
な
ど

▼
内
容
＝
講
演
「
心
臓
疾
病
児
の
日

　

常
生
活
に
お
け
る
注
意
点
や
将
来

　

に
つ
い
て
」
講
師　

堀ほ
り

米ご
め

仁ひ
と

志し

氏

　
（
筑
波
大
学
教
授
）、
個
別
相
談
会

　
（
6
人
程
度
）、
情
報
交
換
会

▼
申
込
締
切
＝
11
月
30
日
㈭

▼
そ
の
他
＝
臨
時
保
育
室
あ
り
（
１

　

歳
〜
未
就
学
児
、先
着
15
人
程
度
）

　
　
　

土
浦
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
‐
８
２
１
‐
５
３
９
８

大
好
き
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会

　

求
人
す
る
企
業
が
参
加
し
、
採
用

選
考
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、履
歴
書
を
複
数
持
参
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

河
川
整
備
計
画
へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

小
貝
川
圏
域
の
県
が
管
理
し
て
い

る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に
関

す
る
こ
と
（
治
水
）、
農
業
用
水
な

ど
の
河
川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

（
利
水
）、
河
川
環
境
の
保
全
に
関

す
る
こ
と
（
環
境
）
な
ど
に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま

市
の
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
！

▼
募
集
職
種
＝
税
務
事
務
補
助

▼
勤
務
内
容
＝
書
類
の
整
理
な
ど

▼
賃
金
＝
時
給
８
４
０
円
（
通
勤
手

　

当
あ
り
）

▼
募
集
人
員
＝
４
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４

　

時
▼
応
募
資
格
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
の
出

　

生
者

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
１
月
中
旬

　

〜
３
月
下
旬

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間
＝
11
月
27
日
㈪
〜
12
月

　

８
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
税
務
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
３
０
〜
１
１
３
２
）

問
申

つ
く
ば
み
ら
い
市
長
杯

剣
道
大
会

▼
期
日
＝
12
月
10
日
㈰　

午
前
8
時

　

受
付
、
9
時
開
会

▼
会
場
＝
市
総
合
運
動
公
園
青
少
年

　

研
修
道
場

▼
部
門
＝
各
部
門
と
も
個
人
戦

　

①
小
学
生
防
具
未
着
装
の
部
（
本

　
　

年
度
始
め
た
初
心
者
）

　

②
小
学
生
低
学
年
の
部
（
１
年
〜

　
　

４
年
）

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
ふ

れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
福
祉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
福

祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
お
よ
び
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
と
ん
汁
と
わ
た
あ
め
の
無

料
配
布
や
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
、
協
力
団
体
の
模
擬
店
に
よ
る

食
品
類
の
販
売
と
、
各
種
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
活
動
紹
介
な
ど
、
内
容
も
盛

り
だ
く
さ
ん
！
（
内
容
の
詳
細
お
よ

び
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
社
協
広

報
紙
「
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
つ
く
ば
み
ら
い
11

月
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

ち
び
っ
こ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
25
日
㈯　

午
前
10
時

す
。
計
画
に
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
計
画
の

原
案
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
の
う
え
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間
＝
12
月
1
日
㈮
〜
15
日

　

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
市
谷
和
原
庁
舎
建
設

　

課
、
土
浦
土
木
事
務
所

※
縦
覧
期
間
中
に
県
河
川
課
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
も
原
案
が
ご
覧
に
な
れ

　

ま
す
。

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
建
設
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
８
１
）

　

土
浦
土
木
事
務
所
河
川
整
備
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
４
３
４
５

農
林
水
産
統
計
に

携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

農
林
水
産
省
で
は
、
農
林
水
産
統

計
調
査
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
一
般

の
方
々
を
対
象
に
、
各
種
統
計
調
査

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
統
計
調
査
員

お
よ
び
調
査
補
助
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
、
調
査
補
助
員
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
は
、
農
林
水
産
行
政
の
企
画

立
案
や
円
滑
か
つ
効
果
的
な
推
進
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
応
募
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
登
録
さ
れ

た
い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

土
浦
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
１
‐
０
０
０
２

た
こ
づ
く
り
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
日
時
＝
12
月
17
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
正
午

▼
会
場
＝
市
総
合
体
育
館
（
市
総
合

　

運
運
動
公
園
内
）

▼
参
加
資
格
＝
小
学
生
ま
で
の
保
護

　

者
同
伴
で
参
加
で
き
る
方

▼
募
集
人
数
＝
先
着
１
０
０
人

▼
申
込
期
限
＝
11
月
30
日
㈭

▼
持
参
す
る
も
の
＝
た
こ
糸
、
カ
ッ

　

タ
ー
、じ
ょ
う
ぎ
、は
さ
み
、の
り
、

　

セ
ロ
テ
ー
プ
、マ
ジ
ッ
ク（
8
色
）、

　

木
工
用
ボ
ン
ド
、
う
わ
ば
き

※
な
お
、
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
は
、

　

平
成
19
年
1
月
に
予
定
さ
れ
て
い

　

ま
す
。

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
商
工
観
光
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
４
１
）

　

③
小
学
生
高
学
年
の
部
（
５
年
〜

　
　

６
年
）

　

④
中
学
生
女
子
の
部

　

⑤
中
学
生
男
子
の
部

　

⑥
高
校
生
女
子
の
部

　

⑦
高
校
生
男
子
の
部　

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
学
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
12
月
1
日
㈮

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

　

合
運
動
公
園
内
）

☎
58
‐
４
０
０
５

青
少
年
育
成
講
演
会
の

お
知
ら
せ

　

こ
の
講
演
会
は
、
青
少
年
を
め
ぐ

る
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
親

や
大
人
が
自
ら
を
振
り
返
り
、家
庭
・

学
校
・
地
域
が
次
世
代
を
担
う
青
少

年
を
健
全
に
育
て
て
い
く
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
い
る
教
育
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
講
演
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
26
日
㈰

　

受
付
開
始　

午
後
１
時
〜

　

開　
　

演　

午
後
１
時
50
分
〜

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
ホ
ー
ル

▼
講
師
＝
桂

か
つ
ら

才さ
い

賀が

氏
（
落
語
家
）

　
「
笑
点
」で
８
年
間
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

　

出
演
な
ど
の
経
験
を
も
つ
法
務
省

　

青
少
年
篤
志
面
接
委
員

▼
演
題
＝
「
子
ど
も
を
叱
れ
な
い
親

　
（
大
人
）
た
ち
へ
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
＝
谷
和
原
公
民
館

　

〜
き
ら
く
や
ま
会
場
間

　

谷
和
原
公
民
館
発　

午
後
０
時
30

　

分
、
午
後
０
時
50
分
、
午
後
1
時

　

20
分
の
３
回

　

〜
午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘

　

  

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
57
‐
０
１
２
３

  　

青
少
年
育
成
つ
く
ば
み
ら
い
市

　

民
会
議
事
務
局
生
涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
１
２
）

▼
対
象
＝
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

　

な
ど
の
平
成
19
年
3
月
卒
業
予
定

　

者
お
よ
び
卒
業
後
１
〜
２
年
程
度

　

で
就
職
の
決
ま
っ
て
い
な
い
方

▼
参
加
予
定
企
業
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/ 

　

syoukou/rosei/index.htm
l

）で
確
認

　

で
き
ま
す
。
参
加
企
業
が
一
定
数

　

に
達
し
な
か
っ
た
場
合
、
午
後
の

　

部
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。ホ
ー 

　

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
最
新
情

　

報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  　

県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
６
４
５

　

両
日
と
も
午
後
1
時
〜
４
時

▼
場
所
＝
取
手
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
取
手
市
寺
田
５
１
４
４
‐
３
）

▼
対
象
＝
育
児
、
介
護
な
ど
で
退
職

　

し
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

▼
内
容
＝
「
企
業
が
求
め
る
人
材
と

　

は
」（
4
日
）、「
働
く
上
で
知
っ
て

　

得
す
る
保
険
・
税
金
・
年
金
」（
5

　

日
）

▼
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切
日
＝
11
月
27
日
㈪

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
を
実
施
し
ま

　

す
。（
定
員
10
人
）

　
　
　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事

　

務
所

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
２
４
１
３

城
山
の
里
ま
つ
り
の

お
知
ら
せ

▼
主
催
＝
城
山
を
考
え
る
会

▼
後
援
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市

▼
日
時
＝
11
月
19
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
2
時　

※
雨
天
の
場
合
は
、
11
月
25
日
㈯

▼
場
所
＝
城
山
運
動
公
園
野
球
場
そ

　

ば
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
田
村
）

▼
内
容
＝
さ
つ
ま
い
も
掘
り
、
焼
い

　

も
・『
里
山
汁
』
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

　

ゲ
ー
ム
大
会
、
青
空
市　
　

な
ど

　

  

城
山
を
考
え
る
会
代
表　

横よ
こ

田た

☎
０
９
０
‐
８
０
３
９
‐
９
０
９
０

問



問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

問

問

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

申
問

問問

問

問

コ
ー
ル
谷
井
田

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

コ
ー
ル
谷
井
田
（
つ
く
ば
み
ら
い

市
文
化
協
会
洋
楽
部
所
属
）
で
は
、

結
成
30
周
年
を
記
念
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
歌
う
コ
ー
ナ
ー
や
お
茶

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

土
曜
日
の
午
後
、
コ
ー
ラ
ス
と
一

緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
12
月
２
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
開
演

▼
会
場
＝
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

▼
主
な
曲
目
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、 

　

星
に
願
い
を
、
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、

　

地
上
の
星
、
落
葉
松
ほ
か
（
指
揮

　

＝
中な
か

嶋じ
ま

冨と
み

子こ

、
ピ
ア
ノ
＝
久ひ
さ

積づ
み

和わ

　

香か

子こ

）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

　

ま
す
。
お
車
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

会
場
ま
で
は
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
、

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

  

鈴す
ず

木き

（
☎
58
‐
１
９
５
２
）

　

  

今い
ま

井い

（
☎
58
‐
８
７
２
１
）

第
９
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
欲
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
３
日
㈰　

午
後
1
時

　

〜
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
常
陽
銀

　

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

水
道
管
の
凍
結
対
策
に

つ
い
て

　

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な
る

と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍

結
し
、破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
は
、
保
温

材
を
巻
き
、
さ
ら
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
で
し
っ
か
り
巻
き
付

け
て
、
保
温
材
が
も
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
  

市
水
道
課　

☎
52
‐
６
１
０
０

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

〜
工
業
統
計
調
査
〜

　

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
、
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
２
）

農
業
委
員
会
各
種
申
請

受
付
期
間

　

12
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
12
月
11
日
㈪
〜
14
日

　

㈭

  　

市
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー
ト

取
扱
窓
口
に
つ
い
て

●
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
土

　

浦
市
大
和
町
「
ウ
ラ
ラ
３
」
４
階
）

▼
通
常
受
付
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

　

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

45
分

▼
年
末
年
始
＝
12
月
29
日
㈮
〜
平
成

　

19
年
1
月
3
日
㈬
ま
で
休
み

※
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で
き

　

る
の
は
、
12
月
19
日
㈫
ま
で
に
申

　

請
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

●
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
取
手

　

出
張
所
（
取
手
市
役
所
内
）

▼
通
常
受
付
＝
火
、
金
曜
日
（
祝
日

　

を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
年
末
年
始
＝
12
月
23
日
㈯
〜
平
成

　

19
年
1
月
８
日
㈪
ま
で
休
み

※
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で
き

　

る
の
は
、
12
月
８
日
㈮
ま
で
に
申

　

請
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

　

  

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
４
５
５
５

①
人
権
週
間

　

１
９
４
８
年
12
月
10
日
、
国
連
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

の
を
記
念
し
、毎
年
12
月
10
日
は「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

不
正
軽
油
の
取
締
り
に

ご
協
力
を

　

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
。
環
境
破

壊
を
伴
う
脱
税
行
為
（
軽
油
引
取
税

32
．
１
円
／
ℓ
）
に
つ
い
て
、
県
で

厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
食
油
な
ど
か
ら
つ
く
る

「
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ

エ
ル
）」
も
、
課
税
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
製
造
・
使
用
前

に
必
ず
県
税
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
不
正
軽
油
の
例

・
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
車
の
燃

　

料
と
し
て
販
売
・
使
用

・
軽
油
を
灯
油
や
重
油
で
水
増
し

・
灯
油
や
重
油
を
混
和
し
て
製
造
し

　

た
油
を
「
軽
油
」
と
偽
り
販
売
・

　

使
用

●
不
正
軽
油
１
１
０
番

☎
０
1
２
０
‐
２ふ

４せ

１い

‐
７な

４し

４！

℻  
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
４
３
９

　

  

土
浦
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
１
２

合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の
人
権

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
は
皆
違
い
ま
す
が
、

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の

人
権
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
、
他
の

人
の
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
水

戸

地

方

法

務

局

●
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

②
人
権
週
間
記
念
講
演
会

　

県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権
を
考
え
て

い
た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
、
人
権

週
間
（
12
月
4
日
〜
10
日
）
期
間
中

に
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
9
日
㈯　

午
後
1
時

　

〜
（
開
場
０
時
20
分
）

▼
場
所
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
ホ
ー

　

ル（
つ
く
ば
市
竹
園
２
‐
20
‐
３
）

▼
内
容
＝
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

　

ク
ー
ル
表
彰
式
、
人
権
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
表
彰
式
、
人
権
作
文
朗
読
、
講

　

演
「
笑
っ
て　

泣
い
て　

頑
張
っ

　

て
」
海え

老び

名な

香か

葉よ

子こ

氏
（
エ
ッ
セ

　

イ
ス
ト
）

国
民
生
活
金
融
公
庫

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
恩
給
・
共
済
年
金
担
保
貸
付

▼
使
い
道
＝
住
宅
、教
育
、レ
ジ
ャ
ー

　

な
ど
の
消
費
資
金
お
よ
び
事
業
資

　

金
な
ど

▼
融
資
額
＝
２
５
０
万
円
以
内
（
た

　

だ
し
、
恩
給
や
共
済
年
金
な
ど
の

　

3
年
分
以
内
）

▼
利
率
＝
年
１
．
７
５
％
（
平
成
18

　

年
7
月
12
日
現
在
）

②
定
例
創
業
相
談
会

　

創
業
を
お
考
え
の
方
や
創
業
後
間

も
な
い
方
か
ら
の
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。
公
庫
融
資
制
度
の
ほ
か
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事
業
計
画
）
や
資

金
調
達
計
画
の
作
成
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
）

▼
日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

  

国
民
生
活
金
融
公
庫
土
浦
支
店

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
４
１
４
１

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英

基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

▼
融
資
額
＝
最
高
５
０
０
万
円
（
労

　

金
の
会
員
の
方
は
１
千
万
円
ま
で
）

▼
返
済
期
間
＝
15
年
以
内
、
在
学
中

　

の
元
金
返
済
据
置
き
も
で
き
ま
す
。

▼
金
利
＝
1.9
〜
2.4
％

▼
保
証
料
＝
個
人
負
担

▼
保
証
＝
茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金

　

協
会
の
保
証

②
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

　

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
と
は
、

勤
労
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
、
茨
城
県
・
市
町
村
・
中
央
労

働
金
庫
が
出
資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た

公
益
法
人
で
す
。

　

在
学
中
（
最
長
4
年
以
内
）
の
お

子
様
1
人
当
た
り
１
０
０
万
円
（
１

世
帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融
資
に

対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

  

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
０
２
３
５

さ
わ
れ
る
展
示
ハ
ー
ト

フ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
対
象
者
＝
原
則
と
し
て
視
覚
障
害

　

者
が
対
象
（
一
般
の
方
も
可
）

▼
期
間
＝
11
月
23
日
㈭
〜
12
月
10
日

　

㈰　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
展
示
場
所
＝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー

　

ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
企
画
展
示

　

室
▼
展
示
構
成
＝
動
物
、
植
物
、
地
学

　

の
各
分
野
（
さ
わ
れ
る
資
料
を
中

　

心
に
）

▼
入
館
料
＝
障
害
者
の
方
は
無
料　

　
（
障
害
者
手
帳
表
示
）、
付
き
添
い

　

の
方
は
1
人
ま
で
無
料

  　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県

　

自
然
博
物
館

☎
０
２
９
７
‐
38
‐
２
０
０
０

問

狩
猟
解
禁　

ル
ー
ル
を

守
り
安
全
に
！

▼
狩
猟
解
禁
期
間
＝
11
月
15
日
㈬
〜

　

平
成
19
年
２
月
15
日
㈭

●
狩
猟
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

狩
猟
の
際
は
、
ル
ー
ル
を
よ
く
守

り
、
特
に
危
険
防
止
に
は
十
分
注
意

し
て
、
事
故
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
住
民
の
み
な
さ
ん
へ

　

狩
猟
期
間
中
は
危
険
防
止
に
十
分

注
意
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
5
３
）

12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
の
場
合
、
住
所
、
氏
名
、
電

　

話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
）

▼
定
員
＝
１
千
２
０
０
人（
先
着
順
）

　
　
　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン

　

タ
ー

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
３
６

℻  
　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
３
８

問

問

問



水道漏水修理当番（12月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 金 ㈱秋田興業 58 - 7241 常陸管工 52 - 5579

２ 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
３ 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
４ 月 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203
５ 火 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
６ 水 中村建設㈱ 58 - 1717 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
７ 木 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱豊島産業 52 - 3335
８ 金 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲福新設備工業 52 - 5011
９ 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
10 日 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲片見設備工業 52 - 5804
11 月 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常陸管工 52 - 5579
12 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 2298
13 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
14 木 ㈱秋田興業 58 - 7241 常磐興業㈱ 52 - 2203
15 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常総土木工業㈱ 52 - 5357
16 土 松本工業㈱ 58 - 2187 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
17 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱豊島産業 52 - 3335
18 月 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
19 火 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲川口商事 52 - 3286
20 水 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲片見設備工業 52 - 5804
21 木 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常陸管工 52 - 5579
22 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷原建設㈱ 52 - 2298
23 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
24 日 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203
25 月 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常総土木工業㈱ 52 - 5357
26 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
27 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈱豊島産業 52 - 3335
28 木 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲福新設備工業 52 - 5011
29 金 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲川口商事 52 - 3286
30 土 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲片見設備工業 52 - 5804
31 日 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579

ごみカレンダー（12月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶
ビ　ン

古紙・古布 有害ごみ
無　色 茶・その他

小張・豊 毎週月曜日
毎週火・金曜日

13日㈬ 21日㈭ ７日㈭ 14日㈭ 20日㈬ －

板 橋 毎週木曜日 20日㈬ 18日㈪ ４日㈪ 11日㈪ 13日㈬ －

谷 井 田 毎週火曜日
毎週月・木曜日

６日㈬ 15日㈮ １日㈮ ８日㈮ 27日㈬ －

三島・東 毎週金曜日 27日㈬ 19日㈫ ５日㈫ 12日㈫ ６日㈬ －

小 絹

毎週月曜日、
29日㈮

毎週火・金曜日

13日㈬
毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
７日㈭
14日㈭
21日㈭
28日㈭

７日㈭

21日㈭

14日㈭

28日㈭

毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
７日㈭
14日㈭
21日㈭
28日㈭

20日㈬

※絹の台 27日㈬

谷 原 27日㈬ 20日㈬

十 和 20日㈬ 27日㈬

福 岡 ６日㈬ 27日㈬

※年末年始の収集は、12月30日から１月３日までお休みになります。ごみ・資源物収集カレンダーに従って出してください。

12月の納税など
固 定 資 産 税　　　第 ３ 期
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ７ 期
介 護 保 険 料　　　第 ５ 期
保 育 料　　　1 2 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　1 2 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　1 2 月 分
水道使用料（谷和原）　　　福岡・谷原
下 水 道 使 用 料　　　谷原・小張
農集排（伊　奈）　　　1 2 月 分
コミプラ（伊　奈）　　　1 2 月 分
住 宅 使 用 料　　　1 2 月 分
地　代（伊　奈）　　　1 2 月 分

☆納期限は12月29日㈮です。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日程
　12月５日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           12日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
           15日㈮　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           19日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           26日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館

　法律相談
　　弁護士または司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　民生委員児童委員及び見識を有する者
　　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　〒300‐2312　つくばみらい市神生530
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　随時受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん
　　　　　　☎ 52 - 2525

教育相談
　●伊奈公民館
　日　　時　12月１日㈮、８日㈮、15日㈮、
　　　　　　22日㈮
　　　　　　午前９時～ 12時
　●小絹コミュニティセンター
　日　　時　12月12日㈫、26日㈫
　　　　　　午後１時～５時
　問合せ先　市谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　　　　　　指導室　☎ 58 - 2111（内線8202）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　12月11日㈪
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

12月３日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
10日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
17日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551
23日㈯ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
24日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
29日㈮ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
30日㈯ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223
31日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（12月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 金 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波
２ 土 － －
３ 日 － －
４ 月 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波
５ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
６ 水 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
７ 木 野堀、伊奈東 福田、小張、小島新田
８ 金 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡
９ 土 － －
10 日 － －
11 月 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
12 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
13 水 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
14 木 狸穴、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
15 金 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
16 土 － －
17 日 － －
18 月 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
19 火 板橋、上街道 青古新田、豊体
20 水 板橋、上街道 －
21 木 板橋、上街道 －
22 金 板橋 －
23 土 － －
24 日 － －
25 月 板橋 －
26 火 南太田 －
27 水 南太田 －
28 木 足高、戸茂、戸崎 －
29 金 － －
30 土 － －
31 日 － －

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。



　

広
報
つ
く
ば
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ら
い
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
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報
を
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待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
ネ
タ
や
、
珍
し

い
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あ
り
ま
し
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市

伊
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線
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ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
写
真
を
お
持
ち
に
な

る
場
合
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
っ
た
場
合
は
、
そ
の
元
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
入
れ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
写
真

な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

☆
掲
載
ス
ペ
ー
ス
や
締
め
切
り

　

の
都
合
上
、
投
稿
さ
れ
た
情

　

報
が
必
ず
し
も
掲
載
で
き
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
、
12
月
号
が
11

　

月
29
日
㈬
、
平
成
19
年
１
月

　

号
が
12
月
19
日
㈫
で
す
。

　

毎
月
締
め
切
り
を
抱
え
て
い

る
と
、
月
日
が
過
ぎ
る
の
が
と

て
も
早
く
感
じ
ま
す
。
今
年
も

も
う
２
か
月
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
ね
…
。
寒
い
冬
は
苦

手
で
す
。
み
な
さ
ん
も
体
調
管

理
は
万
全
に
。（
で
も
冬
の
松
本

城
に
行
き
た
い　

城
好
き
Ｔ
）

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

つくばみらい市統計
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10月分
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※前月比

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

10
月
１
日
㈰
＝
市
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
市
消
防
操
法
大
会

　
　

2
日
㈪
＝
市
民
ゴ
ル
フ
谷
和
原
地
区
大
会

　
　

3
日
㈫
＝
辞
令
交
付
式
、
庁
議
、
総
合
計
画
策
定
委
員
会
、
取
手
下

　
　
　
　
　
　

水
道
組
合
臨
時
議
会
、
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

　
　

４
日
㈬
＝
取
手
下
水
道
組
合
視
察
研
修
（
〜
５
日
㈭
）

　
　

６
日
㈮
＝
穀
物
改
良
協
会
設
立
総
会
、
病
害
虫
防
除
協
議
会
設
立
総
会

　
　

7
日
㈯
＝
保
育
所
運
動
会
、
結
婚
式
（
職
員
）

　
　

８
日
㈰
＝
市
秋
季
野
球
大
会
、
西
ノ
台
祭
り
、
田
村
地
区
祭
礼
、
六

　
　
　
　
　
　

星
神
社
祭
礼
、
保
育
所
運
動
会

　
　

９
日
㈪
＝
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
葬
儀
（
元
職
員
）

　
　

10
日
㈫
＝
県
知
事
・
県
警
本
部
要
望
、
水
海
道
都
市
計
画
連
絡
協
議
会

　
　

11
日
㈬
＝
上
水
道
運
営
審
議
会
、葬
儀（
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
つ
く
ば
社
長
）

　
　

12
日
㈭
＝
市
誕
生
記
念
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

13
日
㈮
＝
花
木
鳥
等
制
定
委
員
会
答
申

　
　

14
日
㈯
＝
消
防
団
役
員
懇
親
会

　
　

15
日
㈰
＝
市
こ
ど
も
ま
つ
り

　
　

16
日
㈪
＝
常
総
衛
生
組
合
議
会
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
５
市
長
会
県
知
事
要
望

　
　

17
日
㈫
＝
Ｔ
Ｘ
沿
線
５
市
長
会
都
市
再
生
機
構
要
望

　
　

19
日
㈭
＝
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

　
　

20
日
㈮
＝
ふ
れ
あ
い
給
食
、
県
南
市
長
会

　
　

21
日
㈯
＝
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
筑
波
地
区
大
会

　
　

22
日
㈰
＝
市
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　

23
日
㈪
＝
谷
和
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
表
彰
式

　
　

24
日
㈫
＝
入
札
、
国
道
２
９
４
号
常
総
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
要
望

　
　

25
日
㈬
＝
茨
城
県
更
生
保
護
大
会
、
県
南
水
防
管
理
者
会

　
　

26
日
㈭
＝
消
防
管
理
者
特
別
点
検
、
火
葬
場
組
合
正
副
管
理
者
会

　
　

27
日
㈮
＝
区
長
会
視
察
研
修

　
　

28
日
㈯
＝
み
ら
い
平
ま
つ
り

　
　

29
日
㈰
＝
市
統
計
調
査
員
視
察
研
修

　
　

30
日
㈪
＝
松
柏
盆
栽
展
示
競
技
会
表
彰
式
、
福
岡
堰
土
地
改
良
区
理  

　
　
　
　
　
　

事
会

　
　

31
日
㈫
＝
つ
く
ば
地
区
保
護
司
研
修
視
察

市役所の開庁時間
　月～金曜日
　（土・日・祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※毎週水曜日は、窓口業務の一
　部を午後７時まで延長してい
　ます。（29ページ参照）

休載のお知らせ
今月は、「エキストラの会だ

より」はお休みします。
　エキストラの会についてのお
問い合わせは、市谷和原庁舎商
工観光課まで。
☎ 58 - 2111（内線8142）

問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

12 月保健カレンダー
１ 金
２ 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
３ 日

４ 月
２歳児歯科健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成16年８・９・10月出生児

５ 火

ポリオ（生ワクチン）　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：生後３か月～ 90か月未満
健康増進室利用講習会　午前９時30分～

６ 水

離乳食教室（予約制）　①午前10時～
　　　　　　　　　　　②午後11時～
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

７ 木

移動健康相談　午前９時30分～
　場所：谷和原公民館福岡分館
３歳児健診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成15年10・11月出生児
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

８ 金

１歳６か月児健診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成17年５・６月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

９ 土
10 日 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
11 月
12 火

13 水 健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

14 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

15 金

３歳児健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成15年10・11月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

16 土 健康増進室利用講習会　午後６時30分～
17 日

18 月
１歳６か月児健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成17年５・６月出生児

19 火
20 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

21 木 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

22 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
23 土
24 日

25 月

育児相談（予約制）　午前９時～
　場所：伊奈保健センター
ひよこ広場　午前10時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：１～ 12か月の乳児と保育者

26 火
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申 込 方 法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前
　　　　　　　８時30分～午後５時15分（11月20日㈪～）

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも15人（予約制）

　☆詳しくはお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。

フレーフレーテレフォン
　無料で育児・介護などの
情報を電話で提供しています。
　お気軽にご相談ください。
㈶21世紀職業財団茨城事務所
フレーフレーテレフォン
☎ 029 - 226 - 2020

掲示板に書き込みを
　市のホームページに、「市民交
流掲示板」を設置しています。
意見・情報の交換にどうぞご利
用ください。利用の際は、ルー
ルを必ず守ってください。

http://www.city.
tsukubamirai.lg.jp/
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スポーツの秋！体を動かしましょうスポーツの秋！体を動かしましょう
　　　　　　～  総合運動公園 ～  　　　　　　～  総合運動公園 ～  

　総合運動公園は、体育館、野球場、テニスコート、ゲー
トボール場、多目的広場、青少年研修道場など、さまざ
まな体育施設を備えた運動公園です。室内競技にも屋外
競技にも対応でき、多くの人がスポーツに汗を流してい
ます。
　親子で、友達同士で、スポーツを楽しみませんか。ど
うぞお気軽にご利用ください。

■各施設について
○体育館、野球場、テニスコート
　➡　どなたでもご利用できます。
○ゲートボール場、多目的広場、青少年研修道場
　➡　市内の方のみご利用できます。

※各施設の予約や利用料金など、詳しいことについては
　お問い合わせください。

　市スポーツ振興室（総合運動公園内）市スポーツ振興室（総合運動公園内）
　☎ 58 - 4005　☎ 58 - 4005

　アクセス 

伊
奈
庁
舎
か
ら
車
で
５
分

谷
和
原
庁
舎
か
ら
車
で
10
分

　10月９日、総合運動公園（他２会場）
において、「スポーツフェスティバル」
が開催されました。
　各団体が趣向を凝らしたイベント
を展開するなか、子どもから大人ま
で多くの方が参加し、心地よい汗を
流しました。


